
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：熊本都市圏総合交通戦略策定調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：熊本県 

 

 

 ３ 調査圏域：熊本都市圏 

 

 

 ４ 調査期間：平成２８年度～平成３０年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

平成２８年４月に発生した「熊本地震」の都市交通への影響を検証し、防災

面で必要な課題を整理した上で、平成２７年度に策定した「熊本都市圏都市交

通マスタープラン」に位置付けられた将来交通施策の確実な実現を図るため、

関係機関の役割分担とともに、方面別、地域別に時間軸を考慮した実行計画を

策定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：熊本都市圏総合交通戦略策定調査 

 

 ２ 報告書目次 

 

（H29 年度） 

1. 業務概要 

1-1 業務の目的 

1-2 業務の概要 

1-3 実施方針 

 

2. 関連事業の組合せパターンの検討 

2-1 はじめに 

2-2 関連事業の組合せパターンの検討 

2-3 成果指標の検討 

 

3. 協議会運営補助 

3-1 協議会の運営補助 

3-2 作業部会の運営補助 

 

4. 実行計画の策定 

4-1 はじめに 

4-2 候補施策の再整理 

4-3 ベースとなる具体施策の設定 

4-4 実行計画の整理 

4-5 進捗管理個票の作成 

 

5. 熊本都市圏東部道路施策検討 

5-1 はじめに 

5-2 実施方針 

5-3 将来交通量推計 

5-4 交差点方向別交通量の算定 

 

6. 既存プログラムの整理 

6-1 はじめに 



6-2 事業の進捗状況の整理 

6-3 総合交通戦略への継承・非継承施策の整理 

 

7.アクションプラン取りまとめ 

7-1 はじめに 

7-2 都市交通マスタープラン採用データの更新 

7-3 アクションプラン取りまとめ 

 

 

（H30 年度） 

1. 業務概要 

1-1 業務の目的 

1-2 業務の概要 

1-3 実施方針 

 

2. 進捗管理及び効果検証手法の検討 

2-1 はじめに 

2-2 進捗管理 

2-3 総合交通戦略の施策の管理と評価方法の整理 

2-4 進捗管理工程の整理 

2-5 総合交通戦略としての取りまとめ 

 

3. アクションプランのとりまとめ 

3-1 はじめに 

3-2 総合交通戦略の作成 

3-3 とりまとめ案の作成 

 

4. 協議会及び作業部会にかかる運営補助 

4-1 協議会の運営補助 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

熊本都市圏総合交通戦略協議会 

会長：熊本県土木部道路都市局都市計画課長 

    アドバイザー： 

     熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター 准教授  円山 琢也 

     熊本高等専門学校建築社会デザイン工学科 准教授  橋本 淳也 

 

 

熊本都市圏総合交通戦略作業部会 

 

 

熊本都市圏総合交通戦略協議会・作業部会 事務局 

熊本県土木部道路都市局都市計画課 

熊本市都市建設局都市政策部都市政策課 

 

 

  



 

 ４ 委員会名簿等： 

 

 

 

 

 

 

 

熊本都市圏総合交通戦略協議会熊本都市圏総合交通戦略協議会熊本都市圏総合交通戦略協議会熊本都市圏総合交通戦略協議会　　　　委員一覧委員一覧委員一覧委員一覧

所　属 委　員

国土交通省九州地方整備局　熊本河川国道事務所 技術副所長

    〃　  九州運輸局　熊本運輸支局 首席運輸企画専門官

熊本県　警察本部　交通部 交通規制課長

　〃　　熊本中央警察署 地域・交通官

　〃　　熊本南警察署 交通官

　〃　　熊本東警察署 地域・交通官

　〃　　熊本北合志警察署 交通第一課長

熊本県　企画振興部　交通政策・情報局 交通政策課長

　〃　　土木部　道路都市局 道路整備課長

　　　　　　　〃 都市計画課長

熊本市　都市建設局　都市政策部 都市政策課長

　　　　　　　〃 交通政策課長

　　　　　　　〃　　土木部 道路整備課長

合志市　総務部 企画課長

益城町 企画財政課長

NEXCO 西日本高速道路株式会社　九州支社　総務企画部 企画調整課長

九州旅客鉄道株式会社　熊本支社 総務企画課長

熊本電気鉄道株式会社　自動車事業本部 乗合事業部長

九州産交バス株式会社　営業本部 営業部長

熊本バス株式会社　自動車部 自動車部長

熊本都市バス株式会社　管理本部 管理本部長

熊本市　交通局 総務課長

円山　琢也

橋本　淳也

熊本都市圏総合交通戦略協議会熊本都市圏総合交通戦略協議会熊本都市圏総合交通戦略協議会熊本都市圏総合交通戦略協議会　　　　アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー

熊本大学くまもと水循環・減災研究教育センター　准教授

熊本高等専門学校建築社会デザイン工学科　准教授

国

警察

県

市

関係

市町村

交通

事業者



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

 

本業務の目的は、「熊本都市圏都市交通マスタープラン（平成 28 年 3 月）」

において明らかにされた都市交通ネットワークの「望ましい姿（ビジョン）」

の実現をめざし、提案された施策を戦略的に推進するために、施策に基づく事

業の具体的な取り組み方を示す「熊本都市圏都市交通アクションプラン（実行

計画）」を策定するものである。 

 

 ２ 調査フロー 

  （H29 業務）            （H30 業務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

４ 調査成果 

 

実行計画の策定 

   

基本施策「公共交通」「道路」「まちなか交通」毎に、各施策の実施主体、実施時期等を整理

して、実行計画としてとりまとめた。 

 

 ＜施策とりまとめの例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 関連事業の組合せパターンの検討 

 

「公共交通」「道路」「まちなか交通」に位置付けた基本施策を、横断的・戦略的に組み合

わせることで相関的・相乗的に効果を発揮する施策をパッケージ化し、それらを一体的に推

進する取組みをまとめた。 

 

＜基本施策の目標＞           ＜連携パッケージのイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜連携パッケージの事例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  



成果指標の検討 

 

  総合交通戦略の効果確認を行うため、基本施策の戦略目標と、平常時と防災時の視点を踏ま

えた成果指標を設定した。 

 

 ＜成果指標一覧＞ 

  



進捗管理及び効果検証手法の検討 

将来像の実現に向けて、定期的な成果指標の達成度合いや進捗状況の確認、目標年次にお

ける効果検証を行うため、マネジメントサイクルを活用した進捗管理手法を提案した。 

また、社会情勢の変化やそれに伴う新たな法制度の整備、新技術の開発・導入等が進むこ

とが予想されることから、方針や施策については、それらの変化に適切に対応できるよう、

随時見直しを実施することとした。 

 

＜進捗管理イメージ＞ 

 

 

 


